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和
　
田
　
英
　
信

は
じ
め
に

　
中
国
古
典
文
化
を
受
容
し
た
地
域
を
か
り
に
漢
文
文
化
圏
と
よ
ぶ
な
ら
ば
、
日
本
も
当
然
そ
の
文
化
圏
の
中
に
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
圏

内
に
お
け
る
文
化
の
伝
播
の
あ
り
方
を
川
の
流
れ
に
喩
え
る
な
ら
ば
、
中
国
が
上
流
に
あ
り
、
日
本
が
下
流
に
位
置
す
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
こ
こ
で
下
流
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
も
卑
下
す
る
も
の
で
は
な
い
。
下
流
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
水
の
流
入
に
よ
る
多
様
な
要

素
の
集
積
と
、
な
に
よ
り
も
豊
か
な
水
量
が
あ
る
。
い
ま
、
日
本
に
お
け
る
漢
文
文
化
の
豊
饒
を
み
る
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
永
井
荷

風
と
そ
の
著
作
『
下
谷
叢
話
』
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。『
下
谷
叢
話
』
に
は
、
き
わ
め
て
多
く
の
人
物
が
登
場
し
、
江
戸
東
京
の
地
を

舞
台
に
、
豊
か
で
興
趣
ふ
か
い
漢
詩
文
の
世
界
が
再
現
さ
れ
て
ゆ
く
。
荷
風
が
江
戸
文
化
の
残
照
の
な
か
に
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
漢
文

文
化
の
あ
り
よ
う
の
一
端
を
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

永
井
荷
風
と
漢
詩
文

荷
風
が
漢
学
の
素
養
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
荷
風
と
漢
詩
文
と
の
つ
な
が
り
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
荷
風
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
二
月
三
日
生
ま
れ
。
本
名
は
壮
吉
。
父
、
永
井
久
一
郎
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
三
）
は
尾
張
の
人
。
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号
、
禾
原
。
若
く
し
て
尾
張
藩
督
学
の
鷲
津
毅
堂
に
師
事
し
た
。
毅
堂
は
『
下
谷
叢
話
』
の
主
人
公
の
一
人
で
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

活
躍
し
た
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
久
一
郎
は
維
新
後
、
明
治
新
政
府
に
職
を
得
た
毅
堂
を
追
っ
て
上
京
し
て
内
務
省
、
文
部
省
な
ど
に
勤

め
た
の
ち
、
日
本
郵
船
に
転
じ
、
上
海
支
店
長
、
横
浜
支
店
長
な
ど
、
要
職
を
歴
任
し
た
。
ま
た
名
古
屋
に
あ
っ
て
は
森
春
濤
に
、
上
京

後
は
大
沼
枕
山
に
詩
を
学
ん
だ
。
永
井
久
一
郎
は
師
で
あ
る
鷲
津
毅
堂
の
次
女
、
恒
を
め
と
り
、
長
子
、
荷
風
を
も
う
け
る
。
毅
堂
は
荷

風
の
外
祖
父
に
あ
た
る
（
略
系
図
を
後
に
掲
げ
る
）。

　
荷
風
は
書
香
の
家
の
子
弟
た
る
に
た
が
わ
ず
、
小
石
川
竹
早
町
の
東
京
府
立
師
範
附
属
小
学
校
在
学
時
に
は
儒
者
某
の
許
に
立
寄
っ
て

『
大
学
』『
中
庸
』
の
素
読
を
受
け
た
（
『
葷
斎
漫
筆
』
）。
ま
た
父
の
友
人
で
も
あ
っ
た
漢
詩
人
岩
渓
裳
川
の
も
と
に
通
い
、『
三
体
詩
』
を

教
わ
る
。

　
漢
詩
の
作
法
は
最
初
父
に
就
い
て
学
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
父
の
手
紙
を
持
つ
て
岩
渓
裳
川
先
生
の
門
に
入
り
、
日
曜
日
毎
に
『
三
体
詩
』

の
講
義
を
聴
い
た
の
で
あ
る
。
裳
川
先
生
は
そ
の
頃
文
部
省
の
官
吏
で
市
ヶ
谷
見
附
に
近
い
四
番
町
の
裏
通
り
に
住
ん
で
居
ら
れ
た
。
玄

関
か
ら
縁
側
ま
で
古
本
が
高
く
積
ん
で
あ
つ
た
の
と
、
床
の
間
に
高
さ
二
尺
ば
か
り
の
孔
子
の
坐
像
と
、
ま
た
外
に
二
つ
ば
か
り
同
じ
や

う
な
木
像
が
置
か
れ
て
あ
つ
た
事
を
、
わ
た
く
し
は
今
で
も
忘
れ
ず
に
お
ぼ
え
て
ゐ
る
。

 

（
「
十
六
七
の
こ
ろ
」
）

　
岩
渓
裳
川
（
一
八
五
二
〜
一
九
四
三
）
は
丹
波
福
知
山
の
人
。
名
は
晋
、
字
は
士
譲
。
若
く
し
て
詩
を
森
春
濤
に
学
び
、
春
濤
の
子
、

槐
南
と
並
び
称
さ
れ
た
。
著
に
『
裳
川
自
選
藁
』
五
巻
が
あ
る
。
荷
風
と
は
後
々
ま
で
親
交
が
あ
り
、
荷
風
は
時
に
自
作
の
詩
の
添
削
を

乞
い
、
ま
た
『
下
谷
叢
話
』
を
著
す
に
あ
た
っ
て
折
々
に
不
明
の
こ
と
を
問
う
て
い
る
。

　
荷
風
の
詩
作
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
み
ず
か
ら
そ
の
詩
稿
を
永
代
橋
上
よ
り
水
に
投
じ
た
と
い
う
が
、
中
学
生
の
時
を
振
り
返
る
次
の

文
章
に
は
、
そ
の
少
時
の
作
と
思
わ
れ
る
七
絶
が
見
え
る
。
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た
し
か
中
学
を
卒
業
す
る
前
の
年
の
事
か
と
記
憶
す
る
。
ど
う
云
ふ
訳
か
逗
子
へ
半
月
ば
か
り
行
つ
て
ゐ
た
時
の
事
を
半
紙
二
帖
ほ
ど

に
書
い
た
も
の
が
、
今
だ
に
自
分
の
手
篋
の
底
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
。
成
島
柳
北
が
仮
名
交
の
文
体
を
そ
の
儘
に
模
倣
し
た
り
剽
窃
し
た

り
し
た
間
々
に
漢
詩
の
七
言
絶
句
を
挿
み
、
自
叙
体
の
主
人
公
を
ば
遊
子
と
か
小
史
と
か
名
付
け
て
、
薄
倖
多
病
の
才
人
が
都
門
の
栄
華

を
外
に
し
て
海
辺
の
茅
屋
に
松
風
を
聴
く
と
云
ふ
仮
設
的
哀
愁
の
生
活
を
ば
、
い
か
に
も
稚
気
を
帯
び
た
調
子
で
且
つ
厭
味
ら
し
く
飾
つ

て
書
い
て
あ
る
。
全
篇
の
題
は
紅
蓼
白
蘋
録
と
云
ふ
の
で
挿
入
し
た
絶
句
の
中
に
は
、

　
已
見
秋
風
上
白
蘋
。
　
青
衫
又
汚
馬
蹄
塵
。
　
月
明
今
夜
消
魂
客
。

　
昨
日
紅
楼
爛
酔
人
。

　
年
来
多
病
感
前
因
。
　
旧
恨
纏
綿
夢
不
真
。
　
今
夜
水
楼
先
得
月
。
　

　
清
光
偏
照
善
愁
人
。
　

な
ぞ
云
ふ
の
が
あ
つ
た
。
今
日
読
返
し
て
見
る
と
覚
え
ず
噴
飯
す
る
程
で
あ
る
。
わ
づ
か
十
四
五
歳
の
少
年
が
「
昨
日
は
紅
楼
に
爛
酔

す
る
の
人
」
と
云
つ
て
居
る
に
至
つ
て
は
、
文
字
上
の
遊
戯
も
ま
た
驚
く
べ
き
で
は
無
い
か
。

 

（
「
夏
の
町
」
）

み
ず
か
ら
を
「
紅
爛
に
爛
酔
す
る
人
」
と
言
い
な
し
、
落
魄
し
た
蕩
子
の
風
懐
を
口
ず
さ
む
す
が
た
は
、
の
ち
の
荷
風
が
し
ば
し
ば
好

ん
で
作
り
上
げ
た
主
人
公
像
（
そ
れ
は
し
ば
し
ば
自
画
像
で
も
あ
っ
た
）
に
、
わ
ず
か
十
四
、五
歳
に
し
て
通
じ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ

が
漢
詩
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
形
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

　
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
荷
風
十
九
歳
、
父
、
久
一
郎
の
上
海
赴
任
に
同
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
後
年
、
異
国
に
あ
っ
て
の
家
族

の
団
円
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
綴
る
。
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毎
年
庭
の
梅
の
散
り
か
け
る
頃
に
な
る
と
、
客
間
の
床
に
は
、
き
ま
つ
て
何
如
璋

（
1
）

の
揮
毫
し
た
東
坡
の
絶
句
が
懸
け
ら
れ
る
の
で
、
わ

た
く
し
は
老
耄
し
た
今
日
に
至
つ
て
も
猶
能
く
左
の
二
十
八
字
を
暗
記
し
て
ゐ
る
。

　
梨
花
淡
白
柳
深
青
。
　
柳
絮
飛
時
花
満
城
。
　

　
惆
悵
東
欄
一
樹
雪
。
　
人
生
看
得
幾
清
明
。
　

…
…

　
其
年
陰
暦
九
月
十
三
夜
が
陽
暦
の
い
つ
の
日
に
当
つ
て
ゐ
た
か
、
わ
た
く
し
は
記
憶
し
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
た
ま
た
ま
こ
の
稿
を
草
す

る
に
当
つ
て
、
思
ひ
出
し
た
の
は
或
夜
父
が
晩
餐
の
後
、
そ
の
書
斎
で
雑
談
し
て
居
ら
れ
た
時
、
今
夜
は
十
三
夜
だ
と
言
つ
て
、
即
興
の

詩
一
篇
を
示
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
其
詩
は
父
の
遺
稿
に
、

　
蘆
花
如
雪
雁
声
寒
。
　
把
酒
南
楼
夜
欲
残
。
　

　
四
口
一
家
固
是
客
。
　
天
涯
倶
見
月
団
欒
。
　

と
し
て
い
る
。

…
…

　
凡
て
は
三
十
六
七
年
む
か
し
の
夢
と
な
つ
た
。
歳
月
人
を
俟
た
ず
、
匆
々
と
し
て
過
ぎ
去
る
こ
と
は
誠
に
東
坡
が
言
ふ
が
如
く
、「
惆

悵
す
東
欄
一
樹
の
雪
。
人
生
看
る
を
得
る
は
幾
清
明
ぞ
」
で
あ
る
。

 

（
「
十
九
の
秋
」
）

経
書
の
素
読
、
詩
作
の
訓
練
な
ど
に
始
ま
り
、
漢
詩
を
素
材
と
し
て
入
れ
込
ん
だ
小
説
創
作
、
さ
ら
に
は
上
海
渡
航
な
ど
、
荷
風
は
漢

詩
文
の
濃
厚
な
雰
囲
気
に
囲
繞
さ
れ
た
場
に
お
い
て
人
と
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
彼
の
著
述
活
動
も
ま
た
、
そ
の
香
味
を
あ
ち
こ
ち
に

漂
わ
せ
て
い
る
。

　
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
荷
風
最
初
の
単
行
本
『
野
心
』
の
冒
頭
に
は
、
清
・
趙
翼
の
七
律
「
争
名
」
が
引
か
れ
、「
甌
北
先
生
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集
中
有
此
一
律
。
題
曰
争
名
。
蓋
有
所
感
而
作
者
耶
。
欽
佩
之
余
。
摘
録
巻
眉
。
荷
風
小
史
手
記
」
と
漢
文
の
題
辞
を
記
し
て
い
る

（
2
）

。

　
ま
た
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
、
文
学
仲
間
で
あ
っ
た
黒
田
湖
山
直
道
宛
て
の
書
信
に
は
、「
『
玉
楳
記
』
と
い
ふ
長
い
小
説
を
書

き
初
候
。
大
に
漢
詩
趣
味
を
発
揮
せ
ん
と
企
て
申
候
。
う
ま
く
行
く
か
ど
う
か
？
其
の
中
お
た
づ
ね
申
可
候
」
と
述
べ
る
。

　『
玉
楳
記
』
は
完
成
を
見
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
の
荷
風
の
文
業
の
な
か
で
は
完
成
度
が
高
く
、
か
つ
漢
詩
文
と
泰
西
文
学
の
両
方
の

趣
味
を
混
交
さ
せ
な
が
ら
独
自
の
「
無
常
悲
哀
の
寂
し
い
詩
趣
を
帯
び
」
た
「
荒
廃
の
詩
情

（
3
）

」
を
存
分
に
発
揮
す
る
作
品
『
雨
瀟
瀟
』
が

生
ま
れ
る
ま
で
の
道
筋
に
は
、
や
は
り
常
に
漢
詩
文
が
そ
の
傍
ら
に
あ
っ
た
。

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
、
荷
風
は
『
断
腸
亭
日
乗
』
を
記
し
始
め
る
。
そ
の
冒
頭
は
「
九
月
十
六
日
　
秋
雨
連
日
さ
な
が
ら
梅
雨

の
如
し
。
夜
壁
上
の
書
幅
を
挂
け
替
ふ
。
碧
樹
如
烟
覆
晩
波
。
清
秋
無
尽
客
重
過
。
故
園
今
即
如
烟
樹
。
鴻
雁
不
来
風
雨
多
。
姜
逢
元
　
等

閑
世
事
任
沈
浮
。
万
古
滄
桑
眼
底
収
。
偶
□
心
期
帰
図
画
。
□
□
蘆
荻
一
群
鴎
。
王
一
亭

（
4
）
」
と
い
う
よ
う
に
二
篇
の
漢
詩
を
掲
げ
る
に
始
ま
る
。

　
同
じ
年
の
十
二
月
十
日
に
は
「
快
晴
。
紅
箋
堂
佳
話
起
草
。」
と
見
え
る
。
こ
の
『
紅
箋
堂
佳
話
』
こ
そ
後
に
改
作
を
へ
て
『
雨
瀟
瀟
』

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
十
二
月
二
十
二
日
に
は
「
紅
箋
堂
佳
話
を
書
き
は
じ
め
た
れ
ど
興
味
来
ら
ず
。
筆
を
抛
て
神
田
を
散
歩
す
。
夜

半
輪
の
月
よ
し
。
沢
田
東
江
の
唐
詩
選
を
臨
写
す
」。
そ
し
て
同
年
の
除
日
の
日
記
に
は
、
再
読
し
て
批
評
せ
ん
と
す
る
も
の
と
し
て
、

泣
菫
、
鏡
花
、
柳
浪
、
紅
葉
、
一
葉
、
柳
北
、
春
水
、
鴎
外
、
蜀
山
人
、
也
有
、
黙
阿
弥
の
作
品
の
ほ
か
、
漢
文
の
も
の
と
し
て
『
入
蜀

記
』、『
菜
根
譚
』、『
紅
楼
夢
』、『
西
廂
記
』、『
隨
園
詩
話
』
の
名
を
挙
げ
る
。

　
そ
の
後
、「
紅
箋
堂
佳
話
」
の
執
筆
は
難
渋
挫
折
し
た
が
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
、
あ
ら
た
め
て
『
雨
瀟
瀟
』
を
起
稿
し
、

十
二
月
二
十
四
日
、「
小
説
雨
瀟
瀟
大
半
稿
を
脱
す
。
大
正
七
年
の
冬
起
稿
し
た
り
し
紅
箋
堂
佳
話
を
改
作
し
た
る
も
の
な
り
」。
翌
十
年

一
月
五
日
、『
雨
瀟
瀟
』
は
脱
稿
し
、
三
月
『
新
小
説
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。
伝
え
る
人
も
乏
し
い
浄
瑠
璃
の
古
曲
、
薗
八
節
の
哀
切

の
調
べ
に
寂
寥
の
情
調
を
重
ね
合
わ
せ
た
本
作
に
は
、
森
春
濤
、
趙
嘏
、
郎
士
元
、
白
居
易
、
杜
牧
、
杜
荀
鶴
、
そ
し
て
王
次
回
ら
の
詩

句
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
。
荷
風
得
意
の
作
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
瀟
瀟
」
は
雨
の
降
る
さ
ま
を
い
う
荷
風
愛
用
の
語
だ
が
、
も

と
は
『
毛
詩
』
鄭
風
「
風
雨
」
の
「
風
雨
瀟
瀟
た
り
」
に
由
来
す
る
。
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か
く
見
て
き
た
よ
う
に
、
荷
風
の
文
業
に
お
い
て
は
、
少
時
よ
り
後
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
漢
詩
文
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
と
嗜
好

が
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
荷
風
の
漢
文
趣
味
の
ひ
と
つ
の
頂
点
と
見
な
し
う
る
も
の
が
『
下
谷
叢
話
』
に
他
な
ら
な
い
。

人
の
よ
く
知
る
ご
と
く
、『
下
谷
叢
話
』
は
荷
風
が
師
と
仰
ぐ
鷗
外
の
『
渋
江
抽
斎
』
に
触
発
さ
れ
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
九
日
、
鷗
外
は
逝
く
。
そ
し
て
そ
の
全
集
の
編
纂
に
荷
風
も
与
る
こ
と
と
な
る
。
翌
十
二
年
五
月

十
七
日
夜
、
配
本
さ
れ
た
鷗
外
全
集
所
収
の
作
品
を
順
次
読
み
進
め
る
う
ち
、
荷
風
は
『
渋
江
抽
斎
』
と
出
会
っ
て
た
ち
ま
ち
魅
了
さ
れ
、

興
奮
を
次
の
よ
う
に
記
す
。「
夜
森
先
生
の
渋
江
抽
斎
伝
を
読
み
覚
え
ず
深
更
に
至
る
。
先
生
の
文
こ
の
伝
記
に
至
り
更
に
一
新
機
軸
を

出
せ
る
も
の
ゝ
如
し
。
叙
事
細
密
、
気
魄
雄
勁
な
る
の
み
に
非
ら
ず
、
文
致
高
達
蒼
古
に
し
て
一
字
一
句
含
蓄
の
味
あ
り
。
言
文
一
致
の

文
体
も
こ
ゝ
に
至
つ
て
品
致
自
ら
具
備
し
、
始
め
て
古
文
と
頡
頏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
」。

　
三
日
後
に
は
、
津
軽
藩
医
で
あ
っ
た
抽
斎
ゆ
か
り
の
土
地
を
訪
う
。「
五
月
二
十
日
。
昨
日
の
散
策
に
興
を
催
せ
し
の
み
な
ら
ず
、
鷗

外
先
生
の
抽
斎
伝
を
よ
み
本
所
旧
津
軽
藩
邸
付
近
の
町
を
歩
み
た
く
な
り
し
か
ば
、
此
日
風
あ
り
し
か
ど
午
後
よ
り
家
を
出
づ
。
津
軽
藩

邸
の
跡
は
今
寿
座
と
い
ふ
小
芝
居
の
在
る
あ
た
り
な
り
。
総
武
鉄
道
高
架
線
の
下
に
な
り
て
汚
き
小
家
の
立
つ
ゞ
く
の
み
な
り
」。
同
所

は
現
在
の
江
東
区
緑
二
丁
目
の
あ
た
り
で
あ
る
。

　
同
月
二
十
七
日
に
は
、
抽
斎
の
墓
誌
を
撰
し
た
海
保
漁
村
の
『
漁
村
文
話
』
を
繙
読
。
七
月
十
日
よ
り
鷗
外
の
『
伊
沢
蘭
軒
』
を
繙
き

二
十
五
日
に
読
了
。
二
十
七
日
の
日
記
に
「
毅
堂
鷲
津
先
生
の
事
績
を
考
證
せ
ん
と
欲
す
」
と
記
す
に
至
る
。

　
八
月
以
降
は
「
鷲
津
先
生
事
跡
考
証
の
た
め
」、『
春
濤
詩
鈔
』『
東
京
才
人
絶
句
』『
星
巌
集
』『
五
山
堂
詩
話
』
な
ど
を
読
み
、
大
沼

枕
山
の
詩
鈔
を
繙
き
、
八
月
十
九
日
に
は
谷
中
に
赴
い
て
枕
山
の
墓
を
典
し
、
毅
堂
の
先
妻
室
佐
藤
氏
の
墓
を
掃
い
、
さ
ら
に
毅
堂
と
そ

の
後
配
川
田
氏
す
な
わ
ち
外
祖
母
の
墓
を
拝
し
て
い
る
。
二
十
一
日
に
は
岩
渓
裳
川
を
訪
ね
て
『
春
濤
詩
鈔
』
に
つ
い
て
教
え
を
乞
い
、

二
十
二
日
、
麹
町
下
六
番
地
に
枕
山
の
遺
族
を
訪
ね
、
二
十
六
日
に
は
下
谷
区
役
所
に
赴
き
大
沼
氏
の
戸
籍
を
閲
覧
。
二
十
九
日
の
日
乗

に
は
「
午
前
下
谷
竹
町
な
る
鷲
津
伯
父
を
訪
ひ
追
懐
の
談
を
聴
く
。
毅
堂
枕
山
二
先
生
事
績
考
証
の
資
料
畧
取
揃
ひ
得
た
り
」
と
い
う
。

驚
く
べ
き
精
勤
で
あ
る
。
そ
し
て
起
稿
は
同
月
三
十
一
日
、「
終
日
鷲
津
先
生
事
績
考
証
の
資
料
を
整
理
す
。
晩
餐
の
後
始
め
て
考
証
の
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稾
を
起
す
。
深
更
に
至
り
大
雨
灑
来
る
。
二
百
十
日
近
け
れ
ば
風
雨
を
虞
れ
て
夢
亦
安
か
ら
ず
」。

　
翌
日
九
月
一
日
、
関
東
を
大
震
災
が
襲
う
。
た
め
に
執
筆
は
少
し
く
中
断
す
る
が
や
が
て
作
業
を
再
開
し
、
十
月
八
日
、
枕
山
の
娘
大

沼
嘉
年
を
訪
い
、
借
り
て
い
た
大
沼
家
過
去
帳
写
を
返
す
。
十
七
日
に
は
「
鷲
津
家
の
祖
幽
林
翁
の
事
を
問
は
む
が
為
、
尾
張
国
丹
羽
郡

な
る
鷲
津
順
光
翁
の
も
と
に
書
簡
を
送
る
」
な
ど
準
備
を
進
め
、
十
一
月
三
日
の
日
乗
に
は
「
鷲
津
毅
堂
大
沼
枕
山
二
家
の
伝
を
起
草
す
。

題
し
て
『
下
谷
の
は
な
し
』
と
な
す
」
と
記
す
。
十
一
月
、
十
二
月
に
は
足
繁
く
麻
布
飯
倉
の
紀
州
徳
川
家
南
葵
文
庫
に
通
い
、
武
鑑
・

漢
籍
な
ど
を
閲
覧
。
こ
う
し
て
「
下
谷
の
は
な
し
」
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
二
月
よ
り
七
月
ま
で
雑
誌
『
女
性
』
に
連
載
。
同

十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
、
改
稿
し
て
『
下
谷
叢
話
』
と
名
を
改
め
春
陽
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
さ
ら

に
改
稿
し
て
冨
山
房
よ
り
『
改
訂
下
谷
叢
話
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。
ま
た
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
刊
行
の
中
央
公
論
社

『
荷
風
全
集
』
第
十
三
巻
に
収
め
る
『
下
谷
叢
話
』
に
も
、
荷
風
は
増
補
と
改
訂
を
施
し
て
い
る
。

　『
下
谷
の
は
な
し
』『
下
谷
叢
話
』
の
命
名
は
、
外
祖
父
、
鷲
津
毅
堂
が
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
下
谷
竹
町
（
台
東
区
台
東
二
丁
目
）

に
構
え
た
居
に
ち
な
む
。
な
お
大
沼
枕
山
も
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
下
谷
御
徒
町
（
台
東
区
上
野
六
丁
目
）
に
居
を
卜
し
、
維
新
後
、

森
春
濤
も
こ
の
地
に
詩
社
を
設
け
た
。
い
ず
れ
も
現
在
の
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
横
に
近
い
場
所
で
あ
る
。

『
下
谷
叢
話
』
の
世
界

　『
下
谷
叢
話
』
は
、
大
沼
枕
山
お
よ
び
鷲
津
毅
堂
の
生
涯
の
叙
述
が
そ
の
中
心
と
な
る
。
大
沼
枕
山
は
文
政
元
年(

一
八
一
八
）
に
生
ま

れ
て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
没
。
鷲
津
毅
堂
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
生
ま
れ
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
二
）
の
没
。
と
も
に

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
代
表
的
漢
詩
人
で
あ
る
。

　『
下
谷
叢
話
』
は
、
ま
ず
鷲
津
家
の
世
系
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
紙
数
を
さ
い
て
そ
の
人
を
語
る
の
は
毅
堂
の
曾
祖
父
、

鷲
津
幽
林
で
あ
る
。
幽
林
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
生
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
没
。
尾
張
丹
羽
（
い
ま
の
一
宮
市
丹
陽
町
）
の

人
。
京
に
上
っ
て
学
び
、
故
郷
に
も
ど
り
医
師
を
業
と
す
。
尾
州
公
（
徳
川
宗
睦
）
が
藩
校
明
倫
堂
の
学
官
に
招
く
も
、
某
儒
官
の
妬
み
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を
買
っ
た
た
め
就
か
ず
上
洛
す
る
。
の
ち
、
脚
気
を
病
み
、
郷
に
帰
っ
て
亡
く
な
る
。
幽
林
の
長
子
が
竹
渓
で
、
家
を
継
が
ず
江
戸
に
出

て
大
沼
又
吉
の
養
子
と
な
る
。
こ
の
竹
渓
の
子
が
枕
山
で
あ
る
。
一
方
、
鷲
津
家
は
三
男
松
隠
が
継
ぎ
、
そ
の
子
が
益
斎
、
益
斎
の
子
が

毅
堂
で
あ
る
（
以
上
、
第
一
、
以
下
『
下
谷
叢
話
』
の
該
当
す
る
章
節
を
示
す
）。
左
に
系
図
を
示
し
て
お
く
。

幽
林

吉

又
三
郎（
大
沼
基
祐

の
後
を
嗣
ぐ
）

美
代　

恒永
井
久
一
郎

壮
吉（
荷
風
）

混（
松
隠
）　　　　　　　

弘（
益
斎
）　　　　　　　　

監（
毅
堂
）　　　　　　

茂（
の
ち
基
祐
、号
杉
井
、竹
渓
を
襲
っ
て

大
沼
氏
を
嗣
ぐ
）

典（
竹
渓
、　　　　　　　

枕
山

大
沼
氏
を
嗣
ぐ
）

『
下
谷
叢
話
』
は
次
い
で
枕
山
の
父
竹
渓
に
紙
幅
を
さ
く
。
竹
渓
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
生
ま
れ
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
没
。

少
時
、
江
戸
に
出
て
大
沼
家
を
嗣
ぎ
、
幕
府
に
出
仕
、
西
丸
附
御
広
敷
添
番
衆
。
文
化
末
年
、
致
仕
し
て
上
野
近
辺
に
住
む
。

　
荷
風
は
考
証
し
て
、
竹
渓
が
時
の
江
戸
詩
壇
に
お
い
て
相
当
の
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
交
遊
の
あ
っ
た
人
と
し
て
、
柴
野

栗
山
、
古
賀
精
里
、
大
田
南
畝
、
斎
藤
拙
堂
、
頼
杏
坪
、
大
窪
詩
仏
、
菊
池
五
山
、
館
柳
湾
ら
錚
々
た
る
人
々
の
名
を
挙
げ
る
。
お
そ
ら

く
は
竹
渓
が
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
こ
と
を
慮
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
竹
渓
が
江
戸
に
あ
っ
て
詩
名
を
得
て
い
た
時
期
、

す
な
わ
ち
文
化
・
文
政
年
間
は
、
ち
ょ
う
ど
江
戸
詩
壇
の
盛
時
に
あ
た
っ
た
。
荷
風
は
ま
た
竹
渓
が
大
学
頭
林
述
斎
の
知
遇
を
得
て
、
林

家
の
別
墅
で
の
詩
筵
に
し
ば
し
ば
招
か
れ
て
い
た
こ
と
を
特
記
す
る
。
林
家
に
共
に
招
か
れ
た
人
に
は
大
窪
詩
仏
、
菊
池
五
山
ら
の
名
も
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見
え
る
。
両
者
は
市
河
寛
斎
・
柏
木
如
亭
亡
き
後
の
江
戸
の
詩
壇
に
お
け
る
領
袖
で
あ
っ
た
（
第
二
・
第
三
）。

　
続
く
「
第
四
」
か
ら
は
い
よ
い
よ
『
下
谷
叢
話
』
の
主
人
公
の
一
人
、
大
沼
枕
山
に
つ
い
て
の
叙
述
が
始
ま
る
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

枕
山
が
生
ま
れ
た
と
き
、
父
竹
渓
は
五
十
七
歳
。
枕
山
が
十
歳
の
と
き
、
竹
渓
は
亡
く
な
る
。
大
沼
の
家
は
理
由
が
不
明
な
が
ら
、
枕
山

で
は
な
く
竹
渓
の
末
弟
、
す
な
わ
ち
枕
山
の
叔
父
が
嗣
ぐ
。
枕
山
は
こ
の
叔
父
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
ひ
と
り
尾
張
に
走
り
鷲
津
の
家
で

過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
当
時
、
鷲
津
の
当
主
は
益
斎
で
、
そ
の
子
に
は
の
ち
の
毅
堂
が
あ
り
、
門
弟
に
は
森
春
濤
が
い
た
。
枕
山
・
春

濤
と
い
う
明
治
期
を
代
表
す
る
詩
人
二
人
が
こ
こ
で
交
わ
り
を
訂
め
る
に
い
た
る
。
枕
山
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）、
十
八
歳
の
冬
、

再
び
江
戸
に
戻
る
。
そ
し
て
亡
父
、
竹
渓
の
故
人
で
あ
っ
た
江
戸
詩
壇
の
大
立
者
、
菊
池
五
山
、
大
窪
詩
仏
、
さ
ら
に
は
前
年
江
戸
に
来

て
お
玉
ケ
池
に
詩
社
を
設
け
た
梁
川
星
巌
の
周
旋
を
得
て
、
枕
山
は
江
戸
の
詩
壇
に
地
歩
を
築
い
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

『
下
谷
叢
話
』
に
覚
え
る
興
趣
の
ひ
と
つ
は
、
詩
人
と
彼
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
月
を
逐
っ
て
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

文
化
文
政
、
そ
し
て
天
保
期
の
江
戸
に
は
、
職
業
と
し
て
の
詩
人
を
成
り
立
た
せ
る
文
学
環
境
が
整
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
り
よ
う
が
具
体

的
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
詩
人
を
支
え
て
い
た
も
の
に
は
ま
ず
パ
ト
ロ
ン
が
あ
っ
た
。
大
沼
枕
山
に
お
け
る
そ
れ
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
、
梅
痴
上
人
で
あ
る
。

梅
痴
は
か
つ
て
京
都
に
あ
り
、
頼
山
陽
ら
と
詩
文
の
交
わ
り
を
な
し
、
江
戸
に
来
た
っ
て
よ
り
は
梁
川
星
巌
や
菊
池
五
山
の
詩
筵
に
出
入

り
し
て
お
り
、
そ
こ
で
枕
山
を
見
知
っ
た
ら
し
い
。
梅
痴
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
生
ま
れ
、
枕
山
よ
り
二
十
六
歳
の
年
長
で
あ
っ
た
。

枕
山
は
芝
増
上
寺
の
学
頭
と
し
て
の
梅
痴
を
頼
り
、
御
徒
町
の
家
を
出
て
芝
の
学
頭
寮
（
現
在
の
港
区
芝
公
園
二
丁
目
）
に
寄
寓
す
る
こ

と
と
な
る
（
第
九
）。

　
の
ち
梅
痴
は
結
城
（
茨
城
県
結
城
市
）
な
る
弘
経
寺
の
住
職
と
な
り
、
の
ち
に
飯
沼
（
茨
城
県
常
総
市
）
の
弘
経
寺
に
移
る
。
枕
山
も

し
ば
し
ば
結
城
と
江
戸
を
往
来
し
、
飯
沼
に
も
出
か
け
て
い
る
。
梅
痴
は
枕
山
を
経
済
的
に
援
助
す
る
一
方
、
梅
痴
が
詩
集
を
刊
行
し
た

り
、
梅
痴
の
詩
が
選
集
に
と
ら
れ
て
世
に
出
る
際
に
は
、
枕
山
が
そ
の
選
択
や
添
削
を
行
っ
た
。
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む
ろ
ん
荷
風
は
、
梅
痴
と
枕
山
と
の
関
係
を
互
い
の
利
害
に
の
み
基
づ
い
て
結
ば
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
詩

作
に
勤
し
む
梅
痴
の
か
た
わ
ら
、
酒
を
酌
み
つ
つ
下
問
に
答
え
る
枕
山
の
す
が
た
を
記
す
枕
山
「
酒
痴
歌
」
の
引
を
引
き
、「
わ
た
し
は

こ
の
引
を
読
ん
で
清
絶
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
思
に
打
た
れ
た
。
芝
山
内
の
僧
房
に
老
僧
は
端
座
し
て
詩
巻
を
攤
き
、
年
少
の
詩
人
は
酒
杯
を

手
に
し
て
灯
下
に
相
対
し
て
ゐ
る
光
景
が
歴
然
と
し
て
目
に
浮
び
来
た
つ
た
故
で
あ
る
」（
第
十
二
）
と
、
両
者
の
年
の
差
を
こ
え
た
信

頼
関
係
に
感
激
の
思
い
を
綴
る
。

　
ま
た
詩
人
を
支
え
る
も
の
に
は
遊
歴
が
あ
っ
た
。
枕
山
の
場
合
に
は
最
も
多
く
そ
の
目
的
地
に
選
ば
れ
た
の
は
房
州
で
あ
っ
た
。
も
と

よ
り
遊
歴
は
そ
の
地
の
漢
詩
愛
好
者
に
詩
を
講
じ
字
を
揮
毫
し
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
目
的
の
第
一
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
い
わ
ゆ
る
「
江

山
之
助
」、
す
な
わ
ち
各
地
の
風
光
の
な
か
に
新
し
い
詩
興
・
詩
材
を
得
る
こ
と
も
余
禄
と
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
天
保
九
年
、
枕
山

の
最
初
の
詩
集
『
房
山
集
』
は
、
前
年
、
初
め
て
房
州
に
遊
ん
だ
成
果
で
あ
っ
た
（
第
六
）。
そ
の
後
も
枕
山
は
た
び
た
び
房
州
に
出
か

け
た
。
か
の
地
に
詩
友
、
鈴
木
松
塘
の
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
枕
山
は
ま
た
ほ
か
に
上
州
、
信
州
な
ど
に
も
遊
ん
だ
。

　
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
以
来
、
芝
の
学
頭
寮
に
身
を
寄
せ
て
い
た
枕
山
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）、
芝
を
去
り
下
谷
御
徒
町

に
家
を
借
り
る
（
第
十
三
）。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
下
谷
御
徒
町
三
枚
橋
の
南
畔
（
現
在
の
台
東
区
上
野
六
丁
目
）
に
地
所
を

買
い
家
を
建
て
る
（
第
十
八
）。
の
ち
枕
山
は
『
下
谷
吟
社
詩
』
を
刊
行
す
る
が
、
下
谷
に
家
を
設
け
て
よ
り
は
、
詩
を
講
じ
弟
子
た
ち

の
詩
を
添
削
す
る
こ
と
が
主
た
る
生
計
の
途
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。『
下
谷
叢
話
』
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）、
枕
山
の
「
元
日
下
谷
幽
居
」

詩
を
引
く
、「
乞
詩
人
聚
小
梅
傍
、
潤
筆
有
贏
銭
満
嚢
、
一
任
故
人
誇
厚
禄
、
我
家
春
情
未
凄
涼
」（
第
二
十
三
）。「
詩
を
乞
う
」
ス
ポ
ン
サ
ー

と
潤
筆
に
よ
っ
て
、
枕
山
の
家
計
は
ゆ
と
り
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。『
下
谷
叢
話
』
で
は
こ
の
ほ
か
詩
家
の
詩
文
集
や
選
集
の
刊
行
の

あ
り
か
た
や
背
景
、
詩
人
の
移
動
、
詩
社
の
興
廃
な
ど
、
当
時
の
詩
人
と
詩
壇
の
あ
り
さ
ま
を
細
や
か
に
再
現
す
る
。『
下
谷
叢
話
』
は
、

た
と
え
ば
名
を
改
め
て
『
荷
風
詩
話
』
と
称
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
至
る
詩
壇
の
変
遷
の
あ
り
さ
ま
を
活
写

す
る
こ
の
書
は
、
中
国
宋
代
以
来
の
詩
話
の
伝
統
の
掉
尾
を
飾
る
著
述
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
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こ
の
よ
う
な
江
戸
期
の
詩
人
の
具
体
的
な
生
態
を
み
る
ほ
か
に
、『
下
谷
叢
話
』
の
興
趣
覚
え
る
と
こ
ろ
は
、
漢
詩
と
地
理
と
の
関
わ

り
を
詳
細
に
語
る
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
例
と
し
て
お
玉
ケ
池
を
挙
げ
よ
う
（
荷
風
の
頃
の
神
田
松
枝
町
で
、
現
在
の
千
代
田
区
岩
本
町

二
丁
目
）。
荷
風
が
「
お
玉
ケ
池
の
地
は
久
し
い
間
東
都
文
雅
の
淵
叢
と
な
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
と
お
り
、
早
く
は
寛
政
の
初
め
に
市
河

寛
斎
が
こ
の
地
に
江
湖
詩
社
を
開
き
、
文
政
三
年
（
一
八
〇
六
）、
大
窪
詩
仏
が
詩
聖
堂
を
営
む
。
こ
れ
が
文
政
十
二
年
に
焼
失
し
た
の
ち
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、
梁
川
星
巌
が
こ
こ
に
玉
池
吟
社
を
営
み
、
こ
れ
が
枕
山
が
江
戸
詩
壇
に
地
歩
を
得
る
機
会
を
与
え
た
。「
梁
川

星
巌
の
声
望
は
都
門
の
青
年
詩
人
を
一
堂
に
会
せ
し
め
善
く
相
交
る
機
会
を
つ
く
ら
し
め
た
。
大
沼
枕
山
が
孤
剣
飄
然
と
し
て
江
戸
に
帰

る
や
否
や
忽
に
し
て
莫
逆
の
友
を
得
た
の
は
重
に
星
巌
が
吟
社
の
席
上
に
於
て
ゞ
あ
る
」（
第
五
）。
荷
風
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
六
）、

梁
川
星
巌
が
此
の
地
を
引
き
払
っ
た
の
ち
の
お
玉
ケ
池
に
も
関
心
を
寄
せ
、
嘉
永
年
間
に
は
横
山
湖
山
、
明
治
に
は
永
阪
石
埭
が
彼
の
地

に
居
を
卜
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
第
十
四
）。

　
お
玉
ケ
池
の
他
に
も
、
墨
水
で
の
賞
月
、
不
忍
池
で
の
観
蓮
な
ど
、
い
わ
ば
江
戸
の
歌
枕
に
つ
い
て
『
下
谷
叢
話
』
は
関
心
を
寄
せ
る
。

荷
風
は
の
ち
に
墨
水
に
つ
い
て
は
「
向
嶋
」、
不
忍
池
に
つ
い
て
は
「
上
野
」
と
い
う
、『
下
谷
叢
話
』
の
拾
遺
、
続
編
と
も
言
う
べ
き
エ
ッ

セ
イ
を
重
ね
て
綴
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
所
・
空
間
へ
の
荷
風
の
関
心
の
背
景
に
は
、
江
戸
と
大
正
と
を
つ
な
ぐ
「
場
所
」
へ
の
独
特

の
幻
視
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）、
枕
山
が
芝
の
学
寮
付
近
に
遊
び
、
服
部
南
郭
の
遺
居
を
詠
じ
た
詩
を
取
り

上
げ
、
荷
風
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
枕
山
は
明
治
十
一
年
に
刊
行
し
た
『
江
戸
名
勝
詩
』
に
も
赤
羽
橋
を
詠
じ
て
「
想
見
当
年
詩
道
盛
、

我
欽
享
保
老
才
人
」
と
な
し
重
ね
て
服
部
南
郭
を
追
慕
し
て
ゐ
る
。
赤
羽
橋
の
江
戸
時
代
の
詩
人
に
と
つ
て
は
、
此
の
ほ
と
り
に
曾
て
南

郭
の
住
し
て
ゐ
た
が
た
め
に
永
く
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
勝
地
と
な
つ
た
。
恰
吾
等
大
正
の
文
学
者
が
団
子
坂
を
登
る
ご
と
に
鷗
外
先
生
を
懐

ふ
て
悵
然
と
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
ら
う
」（
第
十
）。

　
当
然
な
が
ら
荷
風
み
ず
か
ら
も
こ
の
地
を
訪
ね
て
お
り
、「
（
大
正
十
二
年
）
十
二
月
三
十
日
。
晴
天
旬
余
に
及
ぶ
。
午
後
赤
羽
橋
に
服
部

南
郭
が
旧
居
の
跡
を
尋
ね
し
が
得
ず
。
森
元
町
新
網
町
辺
よ
り
新
門
前
町
の
辺
人
家
多
く
倒
潰
す
る
を
見
る
。
赤
羽
川
の
沿
岸
土
地
柔
き
が

た
め
な
る
べ
し
。
夜
執
筆
深
更
に
至
る
」
と
い
う
。
服
部
南
郭
の
故
址
は
今
の
港
区
東
麻
布
一
丁
目
、
地
下
鉄
赤
羽
橋
駅
の
そ
ば
で
あ
る
。
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
荷
風
は
鴎
外
の
『
渋
江
抽
斎
』
を
初
め
て
読
ん
で
感
銘
を
受
け
た
三
日
後
、
抽
斎
ゆ
か
り
の
旧
津
軽
藩
邸
の
周

辺
に
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
屋
こ
ぼ
た
れ
草
む
し
て
も
、
此
の
地
は
な
お
古
の
彼
の
地
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
江
戸
と
大
正
を
つ

な
ぐ
土
地
へ
の
執
着
は
荷
風
文
学
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う

（
5
）

。

　『
下
谷
叢
話
』
の
も
う
一
人
の
主
人
公
、
鷲
津
毅
堂
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
の
ち
、
江
戸
を
舞
台
と
す
る
こ
の
物
語
に
は
っ
き

り
と
姿
を
現
す
。
枕
山
二
十
九
歳
、
毅
堂
二
十
二
歳
（
第
十
五
）。
こ
れ
以
降
、『
下
谷
叢
話
』
は
枕
山
と
毅
堂
の
事
蹟
を
並
行
し
て
述
べ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、
両
者
の
お
よ
そ
対
照
的
な
人
物
像
で
あ
る
。

　
化
政
盛
時
の
耆
宿
の
い
く
た
り
か
が
存
命
で
あ
っ
た
天
保
年
間
に
詩
壇
に
現
れ
、
詩
人
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
枕
山
と
異
な
り
、
毅

堂
が
江
戸
で
詩
人
と
な
っ
た
頃
に
は
す
で
に
大
窪
詩
仏
は
亡
く
、
梁
川
星
巌
も
西
に
去
り
、
ほ
ど
な
く
菊
池
五
山
も
没
し
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
清
国
に
お
け
る
鴉
片
戦
争
の
消
息
も
伝
わ
り
、
米
国
の
艦
船
も
姿
を
見
せ
て
世
情
騒
が
し
き
時
を
迎
え
て
い
た
。

　
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
、
二
十
六
歳
の
毅
堂
は
、
辺
海
の
武
備
の
整
わ
ぬ
を
憂
い
、『
聖
武
記
採
要
』
三
巻
（
道
光
二
十
六
年
、

一
八
四
六
年
、
清
・
魏
源
『
聖
武
記
』
十
四
巻
の
抄
録
）
を
刊
行
し
、
町
奉
行
の
詮
議
を
避
け
る
た
め
、
房
州
に
逃
れ
る
こ
と
と
な
る
（
第

十
九
）。
幕
府
は
人
心
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
世
人
が
海
防
を
論
じ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
ま
た
毅
堂
は
水
戸
の
攘
夷
派
と
も
連
絡

を
結
び
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
『
告
詰
篇
』
一
巻
を
著
し
て
水
戸
前
中
納
言
斉
昭
に
献
じ
て
い
る
（
第
二
十
二
）。

　
こ
れ
に
対
し
枕
山
に
つ
い
て
は
永
嘉
七
年
す
な
わ
ち
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）、『
下
谷
叢
話
』
は
云
う
、「
此
年
幕
府
は
い
よ
〳
〵
英
米

露
の
三
国
と
仮
条
約
を
締
結
し
た
の
で
国
論
は
ま
す
〳
〵
沸
騰
し
た
。
然
る
に
枕
山
の
依
然
と
し
て
世
事
に
関
せ
ざ
る
態
度
は
「
偶
感
」

の
一
律
よ
く
こ
れ
を
言
尽
し
て
い
る
。「
孤
身
謝
俗
罷
奔
馳
、
且
免
竿
頭
百
尺
危
、
薄
命
何
妨
過
壮
歳
、
菲
才
未
必
補
清
時
、
莫
求
杜
牧

論
兵
筆
、
且
検
淵
明
飲
酒
詩
、
小
室
垂
幃
温
旧
業
、
残
樽
断
簡
是
生
涯
」。
わ
た
く
し
は
こ
の
律
詩
を
こ
ゝ
に
録
し
な
が
ら
反
復
し
て
こ

れ
を
朗
吟
し
た
。
何
と
な
れ
ば
わ
た
く
し
は
癸
亥
震
災
以
後
、
現
代
の
人
心
は
一
層
険
悪
に
な
り
、
風
俗
は
弥
頽
廃
せ
ん
と
し
て
い
る
。

此
の
如
き
時
勢
に
在
つ
て
身
を
処
す
る
い
か
な
る
道
を
か
取
る
べ
き
や
。
枕
山
が
求
む
る
莫
れ
杜
牧
兵
を
論
ず
る
の
筆
。
且
つ
検
せ
よ
淵
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明
が
飲
酒
の
詩
。
小
室
に
幃
を
垂
れ
て
旧
業
を
温
め
ん
。
残
樽
断
簡
是
れ
生
涯
。
と
言
つ
て
ゐ
る
の
は
、
わ
た
く
し
に
取
っ
て
は
洵
に
知

己
の
言
を
聴
く
が
如
く
に
思
は
れ
た
故
で
あ
る
」（
第
二
十
三
）。

こ
の
の
ち
も
毅
堂
は
、
尾
張
の
藩
校
、
明
倫
館
の
督
学
と
し
て
改
革
を
行
い
、
ま
た
先
の
藩
主
、
徳
川
慶
勝
の
信
任
の
も
と
、
慶
勝
の

勤
王
の
方
針
を
承
け
、
大
政
奉
還
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
か
ら
江
戸
開
城
期
に
か
け
て
尾
張
藩
政
の
推
進
に
一
定
の
役
割
を
演
じ
た
の
ち
、

明
治
新
政
府
に
仕
え
て
陸
奥
の
登
米
県
知
事
、
司
法
省
の
官
員
を
勤
め
、
俗
事
に
積
極
的
に
関
わ
る
一
生
を
送
る
。
か
た
や
枕
山
は
一
貫

し
て
野
に
あ
っ
て
詩
人
と
し
て
の
生
を
全
う
し
た
。

　
枕
山
と
毅
堂
と
を
並
べ
て
み
た
と
き
、
荷
風
が
心
を
寄
せ
て
い
た
の
が
枕
山
の
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
右
に
引
い
た
一
節
に
見
る
如
く

明
ら
か
で
あ
る
。
毅
堂
に
つ
い
て
は
、
中
根
香
亭
に
よ
る
諷
刺
文
『
天
王
寺
大
懺
悔
』、
毅
堂
晩
年
の
講
詩
の
不
評
を
伝
え
る
岩
渓
裳
川

『
詩
話
感
恩
珠
』
を
引
く
ほ
か
（
第
四
十
一
）、
外
祖
父
た
る
人
を
直
接
に
月
旦
す
る
文
辞
は
見
ら
れ
ぬ
一
方
、
枕
山
に
対
す
る
ナ
イ
ー
ブ

な
ま
で
の
共
感
の
吐
露
は
、『
下
谷
叢
話
』
の
中
に
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
先
に
荷
風
の
「
場
所
」
に
対
す
る
執
着
に
似
た
関
心
に
触
れ
た
。
感
傷
と
耽
美
の
入
り
交
じ
っ
た
そ
の
嗜
好
は
、『
日
和
下
駄
』（
大
正

四
、一
九
一
五
年
）
に
も
次
の
よ
う
に
謳
わ
れ
て
い
る
。「
今
日
東
京
市
中
の
散
歩
は
私
の
身
に
取
つ
て
は
生
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
過
去

の
生
涯
に
対
す
る
追
憶
の
道
を
辿
る
に
外
な
ら
な
い
。
之
に
加
ふ
る
に
日
々
昔
な
が
ら
の
名
所
古
蹟
を
破
却
し
て
行
く
時
勢
の
変
遷
は
市

中
の
散
歩
に
無
常
悲
哀
の
寂
し
い
詩
趣
を
帯
び
さ
せ
る
。
お
よ
そ
近
世
の
文
学
に
現
れ
た
荒
廃
の
詩
情
を
味
は
う
と
し
た
ら
埃
及
伊
太
利

に
赴
か
ず
と
も
現
在
の
東
京
を
歩
む
ほ
ど
無
残
に
も
傷
ま
し
い
思
を
さ
せ
る
処
は
あ
る
ま
い
。
今
日
看
て
過
ぎ
た
寺
の
門
、
昨
日
休
ん
だ

路
傍
の
大
樹
も
此
次
再
び
来
る
時
に
は
必
貸
家
か
製
造
場
に
な
つ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
と
思
へ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
由
緒
の
な
い
建
築
も
又
は

そ
れ
ほ
ど
年
経
ぬ
樹
木
と
て
も
何
と
は
な
く
奥
床
し
く
又
悲
し
く
打
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
」。

　『
下
谷
叢
話
』
に
描
か
れ
る
江
戸
か
ら
明
治
の
漢
詩
文
の
世
界
は
、
自
ら
の
足
が
踏
み
し
め
る
こ
の
土
地
の
う
え
に
か
つ
て
た
し
か
に

あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
は
、
も
は
や
行
き
辿
り
得
ぬ
幻
の
世
界
で
も
あ
る
。
桃
源
へ
の
逢
着
と
失
路
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
荷
風
の

多
く
の
作
品
に
見
い
だ
さ
れ
る
構
造
と
趣
向
が
『
下
谷
叢
話
』
に
も
通
底
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
正
の
荷
風
と
江
戸
と
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の
間
に
は
明
治
維
新
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
下
谷
叢
話
』
の
成
る
直
前
に
は
、
江
戸
か
ら
の
つ
な
が
り
を
物
理
的
に
崩
壊
せ
し
め
る
大
震
災

が
あ
っ
た
。
代
表
作
の
ひ
と
つ
『
濹
東
綺
譚
』
で
は
み
ず
か
ら
桃
源
へ
の
道
を
絶
ち
き
っ
た
荷
風
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
漢
詩
文
の
世
界
は

も
と
よ
り
そ
の
手
間
を
要
せ
ぬ
彼
岸
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
き
て
辿
り
得
ぬ
世
界
の
な
か
で
、
荷
風
に
代
わ
っ
て
生
き
て
い
る
の
が
荷
風
の

筆
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
大
沼
枕
山
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　『
下
谷
叢
話
』
の
物
語
は
、
終
わ
り
に
至
っ
て
、
そ
の
枕
山
の
嫡
子
の
凄
惨
な
行
く
末
を
語
る
。「
大
沼
枕
山
の
嫡
男
大
沼
湖
雲
の
一

家
は
東
京
市
養
育
院
に
収
容
せ
ら
れ
て
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
遺
骨
を
薬
王
寺
に
携
来
つ
た
孤
児
の
生
死
の
つ
い
て
は
遂

に
知
る
こ
と
を
得
な
い
」。
枕
山
の
長
子
新
吉
（
号
、
湖
雲
）
は
廃
嫡
さ
れ

（
6
）

、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
三
月
八
日
、
小
石
川
区
大
塚
辻

町
十
八
番
地
東
京
養
育
院
で
死
亡
し
、
翌
月
、
妻
、
は
な
、
翌
年
に
は
、
長
女
、
富
喜
子
も
養
育
院
に
死
亡
し
た
と
い
う
。
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
生
ま
れ
の
新
吉
の
享
年
は
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
東
京
市
養
育
院
は
、
東
京
の
困
窮
者
、
病
者
、
孤
児
、
老
人
、
障
害
者

の
保
護
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た

（
7
）

。
養
育
院
の
あ
っ
た
大
塚
の
地
は
荷
風
が
幼
時
過
ご
し
た
小
石
川
金
富
町
の
家
に
近
く
、
湖
雲
新
吉
の

亡
く
な
っ
た
大
正
四
年
は
、
荷
風
が
『
下
谷
叢
話
』
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
時
期
と
さ
ほ
ど
時
間
を
隔
て
て
い
な
い
。

　『
考
証 

永
井
荷
風
』
が
「
枕
山
の
子
孫
が
名
利
栄
達
を
遂
げ
て
い
た
ら
、
お
そ
ら
く
荷
風
は
こ
の
史
伝
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
（
8
）

」
と
い
う
の
は
極
論
で
あ
ろ
う
が
、
枕
山
の
長
子
の
凄
惨
な
末
路
が
荷
風
の
嗜
好
に
か
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

（
9
）

。
同
時
に
ま

た
、
桃
源
と
し
て
の
江
戸
と
、
大
正
の
現
実
と
の
断
絶
を
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
に
痛
ま
し
く
も
鮮
や
か
に
伝
え
て
い
る
。

結
び
に
か
え
て

　
荷
風
の
漢
詩
文
の
趣
味
と
素
養
に
つ
い
て
は
本
稿
の
最
初
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
江
戸
漢
詩
文
の
世
界
の
魅
力
に
荷
風
の
眼
を
あ

ら
た
め
て
開
か
せ
た
の
は
鷗
外
の
史
伝
小
説
で
あ
っ
た
。

　
鷗
外
森
先
生
が
晩
年
の
著
述
に
係
る
江
戸
儒
医
の
諸
伝
は
、
啻
に
伝
中
の
人
物
に
止
ま
ら
ず
、
汎
く
江
戸
時
代
の
儒
家
文
人
の
生
涯
に
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つ
い
て
無
限
の
感
興
を
覚
え
し
め
た
り
。
我
に
し
て
若
し
森
先
生
が
蘭
軒
抽
斎
の
伝
を
よ
ま
ざ
り
せ
ば
、
恐
ら
く
は
終
生
江
戸
儒
家
の
文

集
を
手
に
す
る
の
機
を
な
か
り
し
や
知
る
べ
か
ら
ず
。
幸
に
し
て
こ
れ
有
る
こ
と
を
得
た
り
し
は
洵
に
先
生
が
著
述
の
貺
な
り
。
お
も
へ

ば
三
十
年
の
む
か
し
柵
草
紙
の
訳
文
に
始
て
泰
西
文
学
の
何
た
る
か
を
教
へ
ら
れ
、
三
十
年
の
後
に
至
り
て
江
戸
儒
医
の
記
録
に
よ
り
て

化
政
の
詩
文
中
一
読
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
も
の
多
き
こ
と
を
知
り
得
た
り
。
余
の
先
生
に
対
し
て
感
謝
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
事
の
多
き
や
今
さ

ら
に
言
ふ
も
お
ろ
か
な
り
。

 

（
『
葷
斎
漫
筆
』
）

　
も
と
よ
り
荷
風
は
、
館
柳
湾
、
大
田
南
畝
、
成
島
柳
北
ら
に
対
し
関
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、『
下
谷
叢
話
』
脱
稿
後
、
彼
ら
の
こ
と
は

枕
山
と
同
じ
よ
う
に
自
己
を
重
ね
あ
わ
せ
る
対
象
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
と
ら
え
直
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
た
め
に
、
数
多
の
漢
詩
文
を

渉
猟
し
て
考
証
の
筆
を
起
こ
す
こ
と
と
な
り
、『
葷
斎
漫
筆
』、「
太
田
南
畝
年
譜
」、「
成
島
柳
北
の
日
記
に
つ
い
て
」、「
柳
北
仙
史
の
柳
橋

新
誌
に
つ
き
て
」
な
ど
少
な
か
ら
ぬ
稿
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
含
め
て
『
下
谷
叢
話
』
の
周
囲
に
は
、
こ
れ
を
中
心
と
す
る
衛
星

の
如
き
著
述
群
が
あ
る
。「
向
嶋
」、「
上
野
」、「
礫
川
徜
徉
記
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
荷
風
に
と
っ
て
江
戸
の
漢
文
世
界
は
二
度
と
も
ど

れ
ぬ
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
書
き
綴
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
文
字
の
世
界
に
お
い
て
の
み
帰

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
う
思
い
至
れ
ば
、『
下
谷
叢
話
』
の
長
年
に
わ
た
る
改
訂
は
、
む
ろ
ん
誤
謬
を
た
だ
し
正
確
を

期
す
と
こ
ろ
に
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
ま
た
筆
を
加
え
続
け
る
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

小
稿
は
冒
頭
で
、
中
国
の
古
典
文
化
と
日
本
と
の
関
係
を
川
の
流
れ
の
上
下
に
た
と
え
た
。
筆
を
擱
く
に
あ
た
っ
て
、
中
国
文
化
の
末

流
に
あ
る
江
戸
漢
詩
文
の
世
界
に
関
す
る
荷
風
の
こ
と
ば
を
引
こ
う
。

　
わ
が
旧
時
代
の
芸
文
は
い
づ
れ
か
支
那
の
模
倣
に
非
ら
ざ
る
は
な
い
。
そ
は
恰
大
正
昭
和
の
文
化
全
般
の
西
洋
に
於
け
る
も
の
と
異
る
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と
こ
ろ
が
な
い
。
我
国
の
文
化
は
今
も
昔
と
同
じ
く
他
国
文
化
の
仮
借
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
唯
仔
細
に
研
究
し
来
つ
て
今
と
昔
と

の
間
に
稍
差
異
の
あ
る
が
如
く
思
は
れ
る
の
は
、
仮
借
の
方
法
と
模
倣
の
精
神
と
に
関
し
て
、
一
は
飽
く
ま
で
も
真
率
で
あ
り
、
一
は
甚

し
く
軽
浮
で
あ
る
。
一
は
能
く
他
国
の
文
化
を
咀
嚼
玩
味
し
て
自
家
薬
籠
中
の
物
と
な
し
た
る
に
反
し
て
、
一
は
徒
に
新
奇
を
迎
ふ
る
に

の
み
急
し
く
全
く
己
れ
を
省
る
遑
な
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
そ
も
何
が
故
に
然
る
や
。
今
人
の
知
能
古
人
に
比
し
て
劣
れ
る
が
故
か
。
将

又
時
勢
の
累
す
る
と
こ
ろ
か
。
わ
た
く
し
は
知
ら
な
い
。
わ
た
く
し
は
唯
墨
堤
の
処
々
に
今
猶
残
存
し
て
い
る
石
碑
の
文
字
を
見
る
時
鵬

斎
米
庵
ら
が
書
風
の
支
那
古
今
の
名
家
に
比
し
て
遜
色
な
き
が
如
く
な
る
に
反
し
て
、
東
京
市
中
に
立
て
る
銅
像
の
製
作
西
洋
の
市
街
に

見
る
彫
刻
に
比
し
て
遥
に
劣
れ
る
が
如
き
思
を
な
す
の
み
で
あ
る
。
江
戸
旧
文
化
の
支
那
模
倣
は
当
代
の
西
洋
模
倣
に
比
較
し
て
、
誰
か

優
劣
な
し
と
言
ひ
得
る
も
の
が
あ
ら
う
。

 

（
『
向
嶋
』
）

　
古
を
引
い
て
今
を
陋
と
な
す
、
い
か
に
も
荷
風
ら
し
い
慨
嘆
で
は
あ
る
。
し
か
し
「
旧
時
代
の
芸
文
」
を
「
真
率
」
と
と
ら
え
、「
他

国
の
文
化
を
咀
嚼
玩
味
し
て
自
家
薬
籠
中
の
物
と
な
し
」
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
ば
は
、『
渋
江
抽
斎
』
と
出
会
っ
て
以
来
、
江
戸
漢
詩

文
の
世
界
に
耽
溺
し
た
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
幼
時
よ
り
の
漢
詩
文
に
囲
繞
さ
れ
た
経
験
と
記
憶
が
滾
々
と
た
ぎ
り
溢
れ
て
き
た
荷
風

の
、
ま
さ
に
真
率
な
る
実
感
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

【
注
】

　
荷
風
の
文
章
の
本
文
は
『
荷
風
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
ー
六
五
年
）
に
拠
っ
た
。
ふ
り
が
な
は
一
律
に
こ
れ
を
省
略
し
、
漢
字
は
常
用

字
体
に
改
め
た
。

（
１
）
何
如
璋
は
当
時
東
京
に
あ
っ
た
清
国
公
使
。
荷
風
の
父
と
交
遊
が
あ
っ
た
。

（
２
）
趙
翼
「
争
名
」
は
『
甌
北
集
』
巻
三
七
所
収
。
荷
風
の
題
辞
は
私
に
句
点
を
施
し
た
。
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（
３
）『
日
和
下
駄
』。

（
４
）
姜
逢
元
は
明
の
人
。
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
王
一
亭
は
名
、
震
。
清
末
民
初
の
人
。
実
業
家
で
あ
る
と
同
時
に
書
家
・
画
家
と
し
て
も
知

ら
れ
た
。
荷
風
は
「
先
考
所
蔵
の
画
幅
の
中
一
亭
王
震
が
蘆
雁
の
図
は
余
の
愛
玩
し
て
措
か
ざ
る
も
の
な
り
」（『
断
腸
亭
日
乗
』）
と
い
う
。
以

下
、
典
拠
を
示
さ
ぬ
荷
風
の
事
蹟
、
文
章
は
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
よ
る
。

（
５
）
岩
波
文
庫
『
下
谷
叢
話
』
の
成
瀬
哲
生
「
解
説
」
は
、「『
日
和
下
駄
』
や
『
濹
東
綺
譚
』
は
、
下
町
に
足
を
運
ば
せ
る
。
少
な
く
と
も
地
図

を
傍
ら
に
読
め
ば
、
遥
か
に
興
を
増
す
作
家
で
あ
る
。
空
間
を
言
語
化
す
る
と
い
う
点
で
は
、
比
類
な
き
作
家
で
あ
る
と
思
う
」
と
言
う
。

（
６
）
湖
雲
廃
嫡
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
安
田
吉
人
「
漢
詩
人
大
沼
枕
山
の
生
涯
」（
田
園
調
布
学
園
大
学
『
調
布
日
本
文
化
』
５
、一
九
九
五
年
）

に
考
察
が
あ
る
。

（
７
）
養
育
院
の
後
身
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
８
）
秋
庭
太
郎
『
考
証 

永
井
荷
風
』（
も
と
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
、
い
ま
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
に
よ
る
）。

（
９
）
秋
庭
太
郎
（
注
８
前
掲
書
）
は
続
け
て
「
こ
れ
は
荷
風
の
う
ら
ぶ
れ
趣
味
に
発
し
た
著
作
と
云
い
得
る
」
と
い
い
、安
田
吉
人
（
注
６
前
掲
論
文
）

は
「
竹
盛
天
雄
「『
下
谷
叢
話
』
縁
起
│
初
出
か
ら
改
作
へ
の
み
ち
す
じ
」（『
文
学
』
昭
和
四
〇
年
九
月
号
）
の
「
伝
記
作
者
荷
風
み
ず
か
ら
が
、

長
子
流
謫
の
悲
運
に
あ
っ
た
。（
中
略
）
新
吉
一
族
の
悲
劇
的
結
末
の
生
み
出
す
凄
絶
さ
は
、
破
滅
型
の
荷
風
に
の
み
ふ
さ
わ
し
い
史
伝
」
と
い

う
指
摘
を
承
け
、（
荷
風
は
）「
湖
雲
の
悲
劇
を
も
自
ら
に
重
ね
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
。
荷
風
は
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日
、

山
形
ホ
テ
ル
食
堂
に
お
い
て
東
京
日
日
新
聞
夕
刊
紙
上
に
古
賀
茶
渓
の
孫
に
当
た
る
五
十
余
歳
の
男
が
乞
食
と
な
っ
て
深
川
砂
村
付
近
を
徘
徊

し
て
い
る
の
を
東
京
市
社
会
局
調
査
委
員
の
探
知
す
る
所
と
な
っ
た
と
い
う
記
事
を
読
ん
で
こ
の
こ
と
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
古
賀
茶
渓
は

『
下
谷
叢
話
』
に
も
そ
の
名
の
見
え
る
古
賀
精
里
の
孫
、
侗
庵
の
子
で
あ
る
。
精
里
以
来
、
三
代
続
け
て
昌
平
黌
儒
官
を
勤
め
た
。


